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2024 年 10 月期 決算説明会書き起こしおよびアーカイブ動画公開のお知らせ 

 

開催日時   ：2024 年 12月 10日（火）18時～19時 

本件に関するお問い合わせ先 ：トビラシステムズ株式会社 IR 担当 

メールお問い合わせ先  ：ir@tobila.com 

HPお問い合わせ先  ：https://tobila.com/contact/ 

 

 

【ご参考】  

・決算説明会のアーカイブ動画（トビラシステムズ YouTubeチャンネルに掲載） 

https://youtu.be/vIqLjgkA1EI 

 

・2024 年 10 月期 決算説明資料（2024年 12月 10日開示） 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS05546/1c0c1a95/20a2/4648/bbbf/927660f69bf6/140120241210536348.pdf 

 

 ・中期経営計画 2028（2024 年 12月 10 日開示） 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS05546/455859dd/2c29/4610/9dc3/0c6a332361aa/140120241210536390.pdf 

 

・2024 年 10 月期決算・中期経営計画 2028を発表しました（note） 

https://note.com/tobila4441/n/n6ef1a8baf77d 
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皆様、こんにちは。トビラシステムズ株式会社、代表取締役社長の明田篤です。本日はお忙しいところ

決算説明会にご参加いただき、ありがとうございます。 

本日の流れとしましては、まず 2024 年 10月期の決算概要について触れた後、今後の成長戦略として中

期経営計画 2028 のご説明と、2025年 10月期の計画についてご説明をいたします。 

今後の成長戦略についてしっかりご説明させていただきたく、2024年の決算概要については要点を絞っ

てご説明します。2024年 10月期決算についての詳しいご説明は、決算説明資料や本日公開しておりま

す IR noteでの決算ハイライト記事にて解説を行っておりますので、ぜひそちらをご確認お願いできれ

ばと思います。 

 

1. 2024年 10月期決算概要 

 

まずは 2024 年 10月期の業績についてです。通期の売上高は 24億 500万円であり、前年同期比

116.7%、営業利益は 8億 3,100万円で、前年同期比 121.8%となりました。 

9月 10日に通期の業績計画について修正を行っておりましたが、売上高、各利益ともにその修正計画を

上回って着地することができました。 
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第 4四半期としては二つのトピックがございます。 

1つ目は、データベースの提供です。NTT東日本・西日本が 2024 年 12月 2日より発売しましたビジネ

スフォン「SmartNetcommunity αZXⅡ」に、当社のデータベースを活用した迷惑電話ブロック機能が主

装置機能の一つとしてオプション化されることになりました。 

迷惑電話番号を自動で判定し着信を拒否するビジネスフォン主装置の機能は、本製品が業界初です。ビ

ジネスフォン主装置機能の一つとして迷惑電話ブロック機能を提供することで、会社にかかってきます

悪質な営業・勧誘などの迷惑電話や迷惑 FAXを自動で遮断し、円滑な業務遂行に貢献してまいります。 

2つ目は、トビラフォン Cloudの新たな連携についてです。11月 5日より kintone との連携が可能にな

りました。電話と顧客のデータを連携することにより、発着信時の顧客情報確認などの手間を削減し、

業務効率化を実現します。kintoneとの連携可能によってトビラフォン Cloudの問い合わせも増えてお

ります。引き続き、ユーザーの皆様に選ばれるサービスを提供できるように、精度と機能の向上に努め

てまいります。 
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先ほどのハイライトのとおり、前期比で増収増益であり、2024年 9月 10日公表の数値の、上方修正し

た業績修正計画を上回って着地いたしました。 

 

 

2024年 10月期のサービス別売上高についてです。前期比を見ていただきますと、すべてのサービスに

おいて着実に成長することができたと考えております。計画比では固定電話向けがわずかに下回る形と

なりましたが、全体として計画どおり事業を進めることができたと考えております。 
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通期のコスト推移です。全体としては計画どおりにコントロールできております。2024年 10月期にお

いては、今後の成長に向けて人材採用を積極的に行い、広告宣伝費にもしっかり投資を行いました。そ

のため、原価では労務費、販管費では人件費・広告宣伝費が前期と比較して増加しています。 

 

 

期末配当についてです。2024 年 10月期の業績と配当性向の基本方針に鑑み、9月の増配発表からさら

に増配の 20.00円での配当を実施いたします。 
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2. 中期経営計画 2028 

ここからは、本日発表しました、2028年 10月期を最終年度とする、2025年 10月期からの 4カ年の中

期経営計画についてご説明いたします。 

まずは、前中期経営計画の対象である 2022年 10月期から 2024年 10月期についての振り返りです。 

 

 

売上高と営業利益についてです。最終年度であった 2024 年 10月期の業績について下方修正を行ってお

り、この修正した計画に対しては計画を上回ることができたものの、当初の計画に到達することはでき

ませんでした。 

売上高の減少の理由は、ビジネスフォン向けの売上成長が当初見込みを下回ったことによります。当初

計画策定時にはビジネスフォン向けが大きく成長する見込みを立てていましたが、顧客ニーズを把握

し、それを反映したプロダクトの開発および営業体制の見直しにより当初想定より時間を要し、成長が

遅れることとなりました。 

営業利益に関しても当初計画と比較しますと大幅に下振れしておりますが、中長期的な成長に向けて人

的資本への投資に力を入れ、採用活動を積極的に行うなど、社内体制の整備を優先したためです。 
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サービス別売上高の振り返りです。 

モバイル向けにおいては計画策定時の売上を上回る成長ができましたが、固定電話向けとビジネスフォ

ン向けにおいては計画を上回る成長が実現できませんでした。 

 

 

スライドは、中期経営計画を発表した 2021年 12月 10日から 2024年 10月期までの株価と出来高の推

移です。3年間で業績は伸びたものの、2024 年 10月末時点で株価の終値 739円であり、市場からの評

価は決して伸びているとは言えない状況となりました。 
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この要因は複数あると分析していますが、特に大きな要因としましては、当社の事業成長スピードが市

場の期待を下回るものであり、当社が考えている将来の姿や成長戦略を示すことができなかったことだ

と考えています。応援いただいている株主・投資家の皆様に対し大変不甲斐ない結果となってしまった

と感じております。 

 

 

この 3年間を振り返っての反省を生かし、今後、企業価値の向上を目指し、まずは 2028年を最終年度

とする中期経営計画 2028を策定いたしました。 

経営目標としては、2028年 10月期において売上高 60億円以上を目指します。そして、その結果として

時価総額 250億円以上を目指してまいります。成長のドライバーはビジネスフォン向け、および新規事

業の創出と考えており、次のスライド以降で成長のための重点施策について説明させていただきます。 
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この経営目標を達成するために、当社の 3つの強みを生かした五つの重点政策を策定し、経営資源を投

下してまいります。 

5つの重点政策とは、1つ目はトビラフォン Cloudの販売加速、2つ目はトビラフォン Bizの販売加

速、3つ目は通信キャリア向け販売の拡充、4つ目は新規事業の創出、5つ目はメンバーの拡大、成長で

す。 
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まずは、その強みについて説明します。 

１つ目は、特殊詐欺対策のリーディングカンパニーであることです。当社は 3大通信キャリアを介して

迷惑情報フィルタリングサービスを提供しており、特殊詐欺の対策を行うリーディングカンパニーで

す。国内のアクティブユーザー数は他社と比較しても非常に多いものであると推計しております。2024

年 10月期は当社だからこそできる特殊詐欺・フィッシング詐欺レポートを毎月発行し、多くのメディ

アにも取り上げていただきました。 

そのサービスの提供に欠かせないのが、2つ目の強みである、当社が保有する豊富なデータベースで

す。年間 50億件以上の電話・メール・SMSを判定しており、その規模や精度は極めて高いものとなって

います。 

そして 3つ目の強みが、機動的な投資を可能とする財務基盤です。高利益率なビジネスモデルやキャッ

シュを前受けするビジネスモデルがあり、資金調達を行うことなく機動的に投資が可能です。 

 

 

ビジネスフォン向けの拡大を目指す戦略ですが、市場としては PBX・ビジネスフォン市場・クラウド

PBX 市場をポテンシャルと捉えており、約 805億円と考えています。当社のビジネスフォン向け売上実

績は約 5億円で、市場の 1%以下です。2028年には約 30億円を目標値と掲げ、シェア拡大を目指しま

す。 
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ここからは、それぞれの重点政策について説明します。 

まず 1つ目が、トビラフォン Cloudの販売加速です。 

トビラフォン Cloudは 2028年において売上高約 18億円を目指します。これを達成するために 3層での

販売を計画しています。 

 

1つ目が、直販による販売です。現在もトビラフォン Cloudは開発からマーケティング、カスタマーサ

クセスまで自社で行っておりますが、引き続き、この活動も積極的に継続する予定です。 

直販に加えて代理店による販売も行います。トビラフォン Bizは代理店販売を展開しており、代理店と

強固な関係を築いています。そのチャネルを活用し、シェア拡大を図りたいと考えています。 

最後に、280blocker など当社の他のプロダクトとの連携を行い、総合セキュリティアプリとして OEMや

法人向け端末への導入を目指してまいります。 

 

トビラフォン Cloudは電話というインフラであり、名刺などにも電話番号を記載することから、解約率

が低いことが強みです。トビラフォン Cloudの販売を加速し、当社の安定的なストック収益へと繋げて

まいります。 
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重点施策 2、トビラフォン Biz の販売加速をご説明いたします。 

販売台数の増加が主なドライバーであり、代理店を通じた販売をメインとしているトビラフォン Bizで

は、販売チャネルの拡充を目指します。拡充の方向性としては、現在当社が協業しているチャネルの中

での販売数の増加を図ることと、新規のチャネルを開拓することの二つがあります。それぞれの方向性

に対して営業のメンバーを最適化するよう配置を行っており、さらなるチャネルの拡大に努力してまい

ります。 

トビラフォン Bizの売上構成のイメージを右の図に示しております。5年から 7年の利用料をバンドル

したパッケージ販売をメインとしていることから、解約が基本的に発生しないものとなっており、スト

ック収益が積み上がります。ここに新規販売の収益と既存ユーザーのリプレイスも加わることから、収

益を大きく伸ばすことができると考えております。加えて、先日発表しました NTT東・西のビジネスフ

ォンへの迷惑電話ブロック機能の組み込みなど新たな提供手段を追加していくことで、さらなる成長余

地があると見込んでおります。 
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重点施策 3つ目は、通信キャリア向け販売の拡充です。 

当社事業の中心を占めている事業であり、私の原体験からも、特殊詐欺やフィッシング詐欺などをゼロ

にすることは何としても実現したいです。本事業は、主に通信キャリアの皆様と協力し展開していくも

のと考えております。 

先ほどお示ししました 2028年の売上構成比を見ると、モバイル向け・固定電話向け事業は伸びないの

ではないかとお考えになる投資家もいらっしゃると思います。本事業は収益の基盤となるものと設定

し、通信キャリアの皆様との関係を強化して進めていくことを計画しています。相手のあることであ

り、計画数値には織り込んでいないことをご理解いただければと思います。 
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重点施策 4つ目は、新規事業の創出です。 

2028年において売上高 10 億円を目指し、特に既存市場×新規プロダクトに力を入れていきたいと考え

ています。既に当社トビラフォン Bizの販売を通じ、強力な代理店の販売チャネルを保有しています。

今後、新規プロダクトを開発した際にもこの販売チャネルを生かすことで早急な収益化が可能だと考え

ており、積極的に実施する方針です。また、その他の新規事業創出についてもしっかりと検討してまい

ります。 
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最後の重点施策としては、メンバーの拡大、成長です。 

2024年 10月期までもサービスの販売拡充に向け、技術部や営業企画部メンバーを中心に積極的に採用

を行ってまいりました。今後、より早く成長を実現するために、引き続き、積極的に採用する方針で

す。 

また、社内の体制としても、2024年 11月 1日より経営企画・社長室を新設し、FP&A・IR・広報・人事

機能を集約いたしました。今後、意思決定においても、より迅速に判断ができるように取り組んでまい

ります。 
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株主還元の方針をお伝えいたします。 

これまでも配当性向 35%を方針に掲げておりましたが、中期経営計画 2028の期間中においては、配当性

向 35%の基本方針に加え、20円の下限を設定いたします。仮にこの期間中に利益が 2024年 10月期より

減少した場合でも、20円は安定的に配当を実施する方針です。併せて、資本効率や株価水準を踏まえて

機動的に自己株式を取得する方針です。 

また本日、4億円を上限とする自己株式の取得に関する開示も行いました。取得を予定どおり行います

と、2024年 10月期においては総還元性向 100%の見込みです。事業成長への投資を優先しながら、応援

いただける株主の皆様への還元も適切に実施をいたします。 
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CFO の金町です。財務戦略について説明をさせていただきます。 

スライドは直近 3年間の PBR、PER、ROEの推移を示し、課題を分析したものとなります。 

PBR につきましては、1倍を超えているものの低下傾向にあります。PBRを構成する要素として ROEと

PER に分解してみると、ROEは 20%を上回って推移しており、高水準を維持しております。一方、PERは

低下しており、これが PBR低下の主な要因です。 

さらに、この PERの逆数が株主資本コストから期待成長率を差し引いたものであり、株主資本コストが

おおむね一定のものとした場合には、当社への期待成長率が低下していることが PBR低下の主な要因で

あると考えられます。 

当社事業はモバイル向けや固定電話向けが安定的に成長しており、ビジネスフォン向けは高い成長をし

ておりますが、総合的には株主の皆様の期待する成長に応えられていないと考えております。以上のこ

とからも、事業の成長スピードを高めることが当社の企業価値向上への課題であると認識しておりま

す。 
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中期経営計画 2028の事業成長の方向性につきましては、ただいま明田より説明させていただきまし

た。前ページでは ROE・PBR・PER から当社の事業課題について説明をさせていただきました。 

ここでは、当社が認識している資本コストおよび資本収益性について述べさせていただきます。 

当社において CAPM等によりまして算出した資本コストは 6%から 10%となります。ROEにつきましては、

2024年 10月期においては 26.3%であり、資本コストを上回っていると考えております。また、類似企

業の ROEを見ましても、当社の ROEは引けを取らないものとなります。 

中計 2028では事業成長のために積極的に投資を行ってまいります。単年度の ROEにおいて一定程度低

下をしたとしましても、2028 年 10月期の ROEについては 22%となるよう目標にしたいと考えておりま

す。 



18 
 

 

こちらは中計 2028におけるキャピタルアロケーションです。 

2024年 10月期の現預金残高 32 億円に、今後 4年間のキャッシュインとしては 72億円を見込んでおり

ます。これを基にしまして、まずは不測の事態にも対応可能な手元流動性として 20億円程度を確保い

たします。成長投資としては 72 億円を見込んでおります。その内訳は記載のとおりです。事業成長の

要となるトビラフォン Bizやトビラフォン Cloudへの投資だけでなく、人的投資、アライアンスなど

に投資を行ってまいります。 

株主還元につきましては、中計期間中の株主還元方針に基づき 12億円程度を見込んでおります。 
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資本コストの低減や当社の株式報酬に関する説明となります。 

資本コストの低減に向け、当社は積極的な IR活動を展開しております。具体的に行っておりますこと

は記載のとおりです。今はまだ実施できていないこともございますので、引き続き、積極的に IR活動

を行ってまいります。 

また、当社は役員・従業員への株式に基づくインセンティブを導入しており、全社一丸となって中長期

的な企業価値向上のために取り組む仕組みを取り入れております。中計 2028の達成に向けて、しっか

りと取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 2025年 10月期計画 



20 
 

 

最後に、2025年 10月期の業績予想についてです。 

2025年 10月期の業績につきましては、売上高 26億 5,000 万円、営業利益 8億 3,200万円を見込んでお

ります。中計 2028の初年度である 2025年 10月期については、既存のビジネスの成長と併せて新規事

業等のコンセプト開発を行っていく計画です。現在、社内でも様々なアイデアがございますが、詳細な

市場ニーズの把握、販売方法等につきましては、テストを行いまして、事業化とするべきかどうか見極

めていきたいと考えております。 

あわせて、当社の最大の資産は人であり、人への投資は継続していく考えです。2025 年 10月期におい

ては売上高が 10%程度の成長を見込むとともに、そこで得た収益につきましても投資に回していく予定

です。この 2025 年 10月期、今期につきましては、次なる飛躍のための準備期間と位置づけておりま

す。 
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サービス別の売上高です。 

モバイル向け・固定向けについては、おおむね前年比と同程度の売上高となる見込みです。これらは当

社の収益の基盤となるものです。通信キャリアの皆様との関係を強化して進めていくことを計画してい

るため、新規サービス導入等の数値は織り込んでいないことをご理解いただければと思います。 

ビジネスフォン向けについては 7億 7,300 万円を計画しており、前年同期比 137.6%成長の計画です。ビ

ジネスフォン向けに注力し、本計画の達成に向けて事業を進めてまいります。 
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コストに関する見通しです。 

トビラフォン Bizの販売拡大における売上原価の増大、人的資本への投資による労務費・人件費の増大

を見込んでおります。詳細は開示資料をご確認ください。 

 

 

4. 代表取締役社長 明田によるご挨拶 

本日はお忙しいところ当社の決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございました。

本日発表いたしました中期経営計画 2028を必ず達成できるように、全社一丸となって事業を推進

してまいります。引き続き、皆様の温かい応援をいただけますと幸いです。本日は誠にありがとう

ございました。 
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